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下
に
、
歴
史
学
と
し
て
の
発
展
を
お
し
と
ど
め
ら
れ
、
国
民
と
遊
離
し
た
な
か
で

個
別
的
形
態
論
に
と
じ
こ
も
る
と
い
う
、
変
則
的
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。

こ
の
影
響
は
当
然
に
東
日
流
に
も
わ
ざ
わ
い
を
起
し
、
外
三
郡
（
有
間
Ⅱ
凡
そ

五
所
川
原
よ
り
小
泊
ま
で
。
江
流
間
Ⅱ
現
在
の
西
郡
全
部
・
奥
法
Ⅱ
五
所
川
原
よ

り
藤
崎
ま
で
）
の
地
の
古
代
、
中
世
期
の
史
実
は
全
く
焼
失
放
棄
せ
ら
れ
、
津
軽

藩
の
椛
力
に
屈
し
、
神
社
仏
閣
の
所
有
す
る
安
東
氏
一
族
の
遺
跡
、
遺
品
、
文
化

財
は
こ
と
ご
と
く
持
出
ら
れ
、
ご
く
一
部
の
古
文
番
が
長
い
間
秘
洞
に
『
門
外
不

出
』
と
し
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
の
が
、
今
や
っ
と
こ
の
世
に
お
目
見
得
し
た
の
で
あ

る
。
勝
者
だ
け
の
誇
ら
し
げ
な
記
録
だ
け
が
、
ま
ば
ゆ
い
光
の
中
に
お
か
れ
、
他

は
一
切
不
問
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
過
去
に
お
け
る
歴
史
の
上
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
歴
史
哲
学
は
殆
ん
ど

勝
者
の
示
威
的
誇
大
な
記
録
が
多
く
、
東
日
流
に
お
け
る
古
代
、
中
世
の
記
録
が

曲
折
せ
ら
れ
、
さ
な
が
ら
上
代
よ
り
君
座
し
た
よ
う
な
津
軽
一
統
史
は
、
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
の
生
立
ち
な
ど
、
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
の
も
、
歴
史
と
し
て
の
価

値
を
な
く
し
て
い
る
。未

来
米

歴
史
と
は
、
常
に
現
在
と
過
去
の
対
話
で
あ
り
、
町
や
村
に
遺
跡
と
し
て
存
在

す
る
す
べ
て
の
も
の
と
の
厳
し
ゅ
く
な
歴
史
哲
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去

は
過
去
ゆ
え
に
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
生
き
る
現
在
に
と
っ
て
意

味
の
故
に
問
題
が
あ
り
、
現
在
と
は
、
孤
立
し
た
現
在
に
お
い
て
で
な
く
、
過
去

と
の
関
係
を
迪
じ
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
時
々
刻
々
に
現
在
が
未
来
に
食
い
込
む
に
つ
れ
て
、
過
去
は
そ
の
姿

を
新
し
く
し
、
そ
の
意
味
を
変
更
し
て
行
く
も
の
で
、
歴
史
と
は
常
に
新
し
い
月

で
、
過
去
を
追
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
過
去
の
目
が
新
し
く
な
ら
な
い
限
り
、
現

●

●

代
の
新
し
さ
は
本
当
に
掴
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

米
来
米

人
間
は
生
れ
た
と
き
か
ら
、
も
う
歴
史
の
な
か
へ
投
げ
こ
ま
れ
て
お
り
、
歴
史

の
地
平
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
宿
命
に
あ
り
、
過
去
と
現
在
の
歴
史
の
構
造
、
歴

史
学
の
作
業
、
歴
史
家
の
使
命
等
々
に
つ
い
て
、
私
は
み
な
さ
ん
と
共
に
、
考
古

学
・
歴
史
学
の
す
す
め
を
強
調
す
る
者
で
あ
る
。

ゲ
ル
・
ハ
ル
ト
・
リ
ッ
タ
ー
（
一
八
八
八
－
一
九
六
七
）
は
、
『
歴
史
的
な
思
考

や
、
歴
史
的
な
教
養
は
、
す
べ
て
の
た
か
い
文
化
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
生
命
的
要

素
で
あ
る
。
歴
史
は
、
他
の
何
も
の
に
も
ま
し
て
、
社
会
的
現
実
の
教
師
で
あ
る
・

歴
史
だ
け
が
、
わ
れ
わ
れ
の
生
い
そ
だ
っ
た
土
地
を
、
わ
れ
わ
れ
が
生
存
し
活
動

す
る
場
所
の
構
造
を
教
え
し
ら
せ
て
く
れ
る
か
ら
。
』
と
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名

な
言
葉
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
私
達
の
住
む
東
日
流
の
ふ
る
さ
と
は
、
語
る
べ
く
し
て
語
り
え
な

か
っ
た
史
実
が
数
か
ぎ
り
な
く
存
在
し
て
い
る
。
安
東
一
族
、
奥
州
藤
原
の
勢
力

圏
に
極
め
て
平
和
で
あ
っ
た
私
た
ち
の
故
郷
の
周
辺
に
あ
る
、
古
城
跡
、
史
跡
、

遺
跡
、
神
社
へ
仏
閣
の
発
生
、
由
来
に
つ
い
て
、
常
に
郷
土
史
家
に
問
い
か
け
て

い
る
課
題
を
へ
私
な
り
に
記
す
。

東
日
流
外
三
郡
誌
に
つ
い
て
は
、
安
東
氏
の
後
胤
で
あ
る
秋
田
孝
季
の
苦
難
の

史
実
で
あ
る
。
こ
の
三
郡
と
は
、
東
日
流
大
郡
の
う
ち
、
鼻
和
郡
、
田
舎
郡
、
平

賀
郡
を
内
三
郡
と
い
い
、
鎌
倉
幕
府
の
配
下
に
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
鎌
倉
役
と

ア
９
マ

イ
ん
▼
汀
与
グ
９

い
っ
た
。
外
三
郡
と
は
、
有
間
郡
、
恵
留
摩
郡
、
奥
法
郡
と
称
し
、
直
接
京
都
の

ツ
ガ
ル

『
東
日
流
の
朝
明
け
』
（
そ
の
一
）
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朝
廷
方
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
、
京
役
（
又
は
京
師
役
）
と
い
，
っ
た
。

以
鯛
は
、
津
軽
は
勿
論
の
こ
と
、
羽
州
、
糠
部
、
国
末
（
下
北
）
、
蝦
夷
（
北

海
道
）
一
円
を
支
配
し
た
安
東
・
安
倍
一
族
の
勢
力
圏
内
で
あ
っ
た
が
、
応
永
二

十
年
頃
か
ら
嘉
吉
年
間
に
、
南
部
守
行
・
義
政
に
攻
め
ら
れ
、
安
東
一
族
は
渡
島

（
松
前
）
に
落
ら
て
行
っ
た
。
残
っ
た
飯
積
（
飯
詰
）
高
楯
城
の
朝
日
氏
（
藤
原

藤
房
の
子
景
房
の
子
行
安
）
は
最
後
ま
で
残
り
、
十
三
に
検
非
違
使
庁
を
置
い
た

の
も
そ
の
頃
で
あ
る
。

検
非
違
使
は
、
景
房
の
弟
樺
沢
団
右
衛
門
で
あ
る
。
天
正
十
六
年
に
久
慈
平
蔵

為
信
（
津
軽
為
信
）
の
た
め
数
回
に
わ
た
り
攻
め
ら
れ
、
飯
積
高
楯
城
は
遂
に
落

城
し
、
城
主
朝
日
藤
原
行
安
は
自
刃
し
、
為
信
は
津
軽
を
平
征
し
た
・

と
れ
は
、
束
日
流
に
お
け
る
安
東
一
族
最
后
の
戦
で
あ
り
、
争
乱
で
あ
っ
た
。

世
に
こ
れ
を
津
軽
天
正
の
乱
と
い
わ
れ
る
が
、
青
森
県
史
の
津
軽
一
統
史
に
も
全

く
記
録
さ
れ
て
お
ら
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
津
軽
藩
以
前
の
史
実
は
全
く
な
く
、
建
武
の
中
兵
以
来
、
藤
崎
城
、
金

井
城
（
金
ケ
浜
）
、
岩
崎
城
、
中
里
城
、
青
山
城
、
福
島
城
、
唐
川
城
、
柴
崎
城

の
攻
防
の
激
戦
史
は
故
意
に
消
滅
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
町
や
村
々
に
存

在
す
る
史
跡
物
語
り
も
、
中
世
史
資
料
文
献
に
乏
し
い
こ
と
は
、
歴
史
家
の
ひ
と

し
く
な
げ
く
処
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
束
日
流
の
史
実
は
、
津
軽
藩
の
た
め
抹
殺
さ
れ
、
後
世
に
偽
り
伝

え
ら
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
安
東
・
安
倍
氏
の
後
胤
で
あ
る
秋
田
孝
季
が
、
東
日
流

の
里
、
北
は
北
海
道
松
前
・
釧
路
・
北
見
・
網
走
に
、
南
は
富
山
・
若
狭
の
羽
賀

寺
・
紀
州
熊
野
・
瀬
戸
内
海
因
島
・
塩
泡
諸
島
・
九
州
博
多
ま
で
た
ず
ね
歩
き
、

苦
闘
の
末
、
八
年
間
で
書
き
上
げ
た
の
が
、
東
三
郡
誌
な
の
で
あ
る
。
第

鰯
篝
に
鐘
よ
ぶ
騰
大
な
篝
“

一
巻
よ
り
第
二
四
巻
及
び
、
附
巻
を
合
せ
て

!li.
1
､

“
晦
癖
噛
峨
哩
唾
働
醸
唖
蝿
岬
幟
幟
一
岬
魎
癖
蛎
・
・
廃
罪

と
な
っ
・
て
い
る
。

来
来
米

秋
田
孝
季
の
祖
は
、
稲
島
城
の
系
累
で
あ
っ
て
、
秋
出
土
崎
淡
安
東
で
、

松
前
よ
り
羽
州
阿
北
へ
移
っ
て
、
秋
田
氏
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
徳
川

幕
府
の
幕
政
に
よ
っ
て
、
秋
田
へ
佐
竹
氏
を
任
じ
て
よ
り
、
秋
田
氏
は
禍
島
の
三

春
、
三
春
か
ら
茨
城
の
宍
戸
へ
移
封
と
な
っ
て
左
遷
さ
れ
、
廃
藩
瞳
県
の
際
に
秋

田
子
爵
を
賜
わ
り
、
現
在
の
当
主
は
秋
田
一
秀
で
あ
る
。

秋
田
孝
季
は
他
領
の
地
を
巡
り
て
、
か
ん
難
し
ん
苦
を
な
め
た
こ
と
は
想
像
も

つ
か
な
い
程
で
、
時
に
は
乞
食
と
な
り
、
貧
夫
貧
農
と
な
り
、
た
く
鉢
僧
と
な
り

漁
夫
、
修
験
者
に
身
を
変
化
し
て
回
り
、
大
半
は
野
宿
生
活
を
し
て
ま
で
、
そ
の

解
明
に
当
っ
た
こ
と
は
、
鬼
神
を
も
泣
か
し
む
る
所
で
あ
っ
た
と
い
う
。

然
も
、
こ
の
書
巻
の
筆
は
、
常
に
山
奥
深
き
秘
洞
に
お
い
て
僻
き
、
極
秘
の
上

に
、
秘
密
を
重
ね
、
絶
対
に
人
の
目
に
は
つ
か
な
い
よ
う
に
配
臆
し
た
と
い
う
。

勿
論
外
三
郡
誌
の
い
ず
れ
の
書
巻
に
も
、
戒
言
一
句
を
密
き
つ
ら
ね
て
い
る
。

そ
れ
は
『
此
の
書
巻
は
藩
許
得
難
く
他
見
に
及
し
て
は
罪
科
を
招
く
事
必
至
な
り

依
っ
て
他
見
に
及
ぼ
す
べ
か
ら
ず
。
門
外
不
出
を
旨
と
せ
よ
。
固
く
守
る
べ
し
』

秋
田
孝
季
記
と
以
上
の
よ
う
に
、
若
し
こ
の
顎
が
知
ら
れ
た
な
ら
、
一
族
す
べ
て

が
死
刑
死
罪
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
津
軽
藩
は
厳
竃
に
各
村
落
に
密
偵
を
配
置

し
て
い
た
と
い
う
。

勿
論
津
軽
藩
で
は
以
上
の
よ
う
な
安
東
氏
と
の
戦
記
に
は
一
切
ふ
れ
ず
、
不
問

と
さ
れ
て
、
工
藤
日
記
・
木
立
日
記
が
作
成
さ
れ
、
合
本
さ
れ
た
の
が
永
録
日
記

と
な
り
、
や
が
て
津
軽
一
統
史
を
編
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
こ
れ
が
現
在
の

青
森
県
史
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

全
国
各
地
各
州
を
遮
り
、
●
を
か
け
て
作
成
さ
れ
た
東
側
流
外
三
馴
誌
ば
ゞ
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此
の
沓
を
篇
せ
る
に
当
り
、
束
日
流
飯
積
福
泉
の
庄
屋
和
田
長
三
郎
源
吉
次
殿
宝
物
を
高
丘
城
設
集
倉
に
引
集
候
間
、
是
を
選
捨
収
な
し
、
往
古
の
来
日
流
史
伝

と
親
交
し
、
吾
妹
『
り
く
』
を
妻
に
興
入
り
仕
り
て
よ
り
、
安
東
一
族
の
往
古
歴
踊
書
難
く
、
喜
多
邑
氏
絃
に
津
軽
一
帯
の
神
社
仏
閣
及
び
古
城
跡
睡
巡
り
、
更
に

縁
族
を
追
求
な
し
候
も
、
祖
来
君
亡
の
恨
遺
を
亡
脚
な
く
、
是
に
応
答
申
者
な
し
、

依
っ
て
、
安
東
一
族
の
来
歴
は
、
幸
い
な
る
哉
飯
積
邑
大
光
院
に
秘
蔵
さ
れ
、
亦
喜
多
邑
氏
は
不
覚
に
も
、
飯
積
高
楯
城
調
踏
の
際
、
何
者
か
が
彼
の
肩
深
く
弓

を
探
究
に
及
く
り
。

是
を
し
る
べ
に
、
蝦
夷
地
に
渡
り
て
調
べ
、
築
紫
・
南
海
道
ま
で
も
巡
脚
し
、
共
箭
を
射
た
ろ
者
あ
り
て
重
傷
仕
り
、
此
の
毒
矢
に
治
り
難
く
、
文
武
に
才
あ
る
桜

に
移
食
し
、
ま
た
野
宿
も
と
も
に
せ
し
。
長
き
年
月
を
過
し
て
、
絃
に
よ
う
や
く
庭
半
兵
衛
、
伊
藤
八
右
門
、
相
坂
兵
右
ェ
門
の
外
武
芸
奇
抜
の
武
士
十
人
を
付
添

解
明
の
暁
を
得
た
り
。
ま
た
大
光
院
の
秘
洞
遺
物
文
献
に
依
り
て
、
安
東
氏
累
代
え
て
巡
検
に
及
び
候
。

の
解
明
に
至
れ
り
。
藤
崎
城
・
十
三
福
島
城
ロ
三
千
坊
寺
社
来
暦
・
山
王
唐
川
城
然
る
に
、
旧
称
東
日
流
六
郡
の
実
史
ぞ
一
篇
だ
に
筆
走
を
得
ら
れ
ず
、
人
間
に

・
飯
積
高
楯
城
歴
代
に
渡
る
流
転
の
古
事
来
暦
は
、
み
な
本
書
東
日
流
外
三
郡
誌
頼
り
、
舘
越
に
趣
き
、
山
崎
勘
右
エ
門
氏
尋
ね
、
古
文
献
差
出
を
申
付
く
る
や
、

に
筆
了
せ
り
。
依
っ
て
絃
に
此
書
を
末
代
に
秘
蔵
せ
ん
が
た
め
に
摩
神
山
石
塔
に
山
崎
氏
突
如
と
し
て
欠
居
仕
り
て
、
行
方
不
知
と
な
り
ぬ
。
そ
の
因
は
、
此
の
山

永
代
秘
蔵
書
せ
り
。
是
即
ち
藩
政
誹
伐
を
隠
密
せ
ん
が
た
め
な
り
。
拙
者
浅
学
盲
崎
氏
、
行
丘
城
北
畠
顕
村
の
一
系
に
て
、
秘
蔵
の
文
献
で
、
大
浦
為
信
に
対
す
る

筆
な
る
故
に
偽
字
脱
字
あ
ら
ば
是
を
訂
し
、
ま
た
加
へ
て
よ
し
と
す
。
呪
書
等
古
き
挙
兵
血
判
状
あ
る
に
よ
り
て
、
取
急
ぎ
是
を
焼
却
仕
り
た
る
為
、
篇

８７

右
以
っ
て
拙
者
及
び
和
田
長
三
郎
氏
と
共
に
喜
憂
の
労
も
ま
た
報
は
る
事
、
右
集
の
事
を
承
る
や
、
永
禄
日
記
な
る
家
伝
歴
書
を
差
出
せ
り
ゞ
さ
て
此
の
永
禄
日

老
婆
心
に
他
な
ら
ざ
る
な
り
。
記
（
以
下
一
葉
欠
）
朝
日
一
族
、
南
部
一
族
な
り
、
亦
安
東
一
族
も
然
る
な
り
。

寛
政
五
年
二
月
た
れ
と
な
く
北
畠
顕
元
詠
伐
の
殺
害
起
り
、
襲
わ
る
こ
と
し
ば
し
ば
な
れ
ば
、

羽
州
土
崎
郡
住
秋
田
孝
季
顕
元
自
ら
剣
髪
し
僧
と
な
り
て
、
諸
士
一
族
の
祖
霊
に
悔
た
り
。
然
る
に
殺
客
の

奥
州
東
日
流
住
和
田
長
三
郎
刃
は
顕
元
を
継
し
顕
定
は
藩
主
に
救
ひ
を
求
め
、
姓
を
木
村
と
改
め
、
名
を
儀
兵

米
米
米
、
術
と
な
り
て
、
鷹
丘
城
下
に
忍
住
せ
り
。
か
く
し
て
津
軽
一
統
誌
の
偽
作
成
れ
り
。

第
二
十
六
巻
津
軽
藩
史
偽
作
審
抄
に
よ
れ
ば
、
米
米
米

享
保
十
二
年
六
月
十
三
日
、
津
軽
五
代
藩
主
信
寿
殿
、
絃
に
藩
祖
津
軽
越
中
守
依
っ
て
此
書
を
遺
し
置
き
、
未
代
に
真
実
な
る
世
に
伝
ぅ
を
願
う
者
な
り
。

為
信
殿
の
東
日
流
平
征
史
及
び
東
日
流
古
城
史
、
寺
社
史
を
篤
書
な
し
、
幕
府
藩
藩
祖
為
信
が
東
日
流
平
征
の
口
切
り
、
古
来
の
神
社
仏
閣
の
宝
物
を
奪
取
し
て

史
修
正
奉
行
に
差
納
む
く
く
江
戸
城
御
布
令
に
依
て
、
そ
の
急
要
に
迫
ら
れ
候
、
曰
く
、
東
日
流
の
祖
は
吾
れ
な
り
、
旧
来
な
る
も
の
は
何
事
も
改
め
、
互
が
意
に

舷
に
藩
主
は
、
喜
多
屋
校
尉
氏
（
喜
多
邑
氏
と
も
称
す
）
に
そ
の
篇
書
を
申
付
候
徒
う
べ
し
と
、
東
日
流
内
外
六
郡
に
古
来
よ
り
伝
わ
る
十
三
山
土
坊
、
通
称
十
三

も
、
天
正
十
年
藩
祖
為
信
殿
、
束
日
流
平
征
聖
■
一
『
及
び
神
社
の
諸
文
献
、
及
び
千
坊
の
社
寺
宝
物
及
び
仏
像
、
ま
た
安
東
一
族
の
寺
社
宝
物
及
び
仏
像
等
、
金
剛

●
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